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	地域密着型金融の取組方針
	平成１９年１１月
	㈱　常　陽　銀　行
	１．  経営理念
	２．地域密着型金融にかかるこれまでの取組み
	　当行は、経営理念である「健全、協創、地域と共に」に基づき、地域金融の円滑化を図り、地域社会・地域経済の発展に資する取組みを行ってまいりました。
	　この取組みを具現化し、積極的に推進していくため、当行は『リレーションシップバンキング機能強化計画（平成１５～１６年度）』、
	『地域密着型金融推進計画（平成１７～１８年度）』を策定し、主に「事業再生・中小企業金融の円滑化」、「経営力の強化」、「地域のお客様の利便性の向上」に係る諸施策を実施してまいりました。各施策は計画通りに進捗し、それぞれが着実に成果として結実しています。
	３．地域密着型金融の取組方針
	　地域密着型金融の本質は、お客様との長期的な取引関係、質の高いコミュニケーションを通して、お客様を良く知り、金融仲介機能の強化を図るとともに、お客様と当行の相互の理解・信頼関係を高め、それぞれが健全性・収益性を向上させていくことにあります。そして、それは当行の経営理念の実現に他なりません。
	　当行は、引続き、お客様の利便性向上や顧客保護の態勢整備を図るとともに、地域密着型金融の推進に注力する中で、お客様への最適な金融商品・サービスの提供につとめ、地域経済の活性化に貢献してまいります。
	　　その実現のため、以下の3項目を重点事項とし、『地域密着型金融の取組み』を進めてまいります。
	４．具体的な取組み
	（１） ライフサイクルに応じた取引先企業の支援強化
	　　　①創業・新事業支援
	　　　　…地元地域における創業・新事業を支援するため、起業・事業展開に資する情報の提供、企業の成長段階に応じた適切な支援を
	　　　　　行ってまいります。
	 ベンチャー企業への各種支援…地盤内ベンチャー企業の事業成熟進捗フォロー､ファンドの活用、投融資等の実施
	 企業交流会の開催…「食の商談会」等各種企業交流会を開催し、取引先の営業支援を実施
	　　　②事業承継・Ｍ＆Ａの支援
	　　　　…お客様の経営課題等の解決支援の一環として、事業承継・Ｍ＆Ａに対する支援を行ってまいります。
	 お客様との総合取引を推進する中で、事業承継に係るニーズへ対応。後継者不在の場合はＭ＆Ａの提案を実施
	　　　③経営改善支援・事業再生支援
	　　　　…地域経済の活力向上のため、経営改善支援・事業再生支援を継続してまいります。お客様の業態把握を徹底し、早期に経営
	　　　　　改善に向けた取組みに着手するとともに、事業再生に際しては各々の案件に最適なスキームを活用してまいります。
	 再建計画･再生スキームに基づく支援取組み…計画策定支援、経営改善指導、再生ファンド、再生支援融資等の活用
	 経営改善・事業再生支援スキルの向上…行内融資セミナー、勉強会等の充実により審査力を強化
	（２） 中小企業に適した資金供給手法の徹底
	① 不動産担保・個人保証に過度に依存しない融資手法の推進
	…地域の中核的な金融機関として、地元企業の資金ニーズに迅速かつ積極的に対応してまいります。
	 スコアリングモデルを活用したローン商品、外部保証ローン商品の拡充・推進
	　　　②取引先企業の事業価値を見極める「目利き能力」の向上
	　　　　…取引先の事業価値を見極める融資推進の前提として、「目利き能力」の向上に努めてまいります。
	 融資審査能力・取引先実態把握能力の向上…業界構造･新種融資の調査分析の継続､行内融資セミナー･勉強会等の充実
	　　　③多様な手法を用いた資金供給の徹底
	　　　　…多様化する取引先の資金ニーズに対応するため、下記商品等の推進を図ってまいります。
	 シンジケートローン、私募債、一括ファクタリングシステムの推進、動産担保融資制度（ＡＢＬ）の有効活用
	（３） 持続可能な地域経済への貢献
	① 地域全体の活性化を視野にいれた「面」的再生への貢献
	…地域・中小企業の再生のため、地域全体の活性化・持続的な成長を視野に入れた「面」的再生に貢献してまいります。
	 地域開発・企業進出等の公共関連情報を活用した取引先への営業支援の実施
	 地方公共団体及び公共関連法人の資金ニーズ、ＰＦＩ等への対応強化を通じた地域発展への貢献
	以　上

